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４年 ５年 ６年 計 ４年 ５年 ６年 計 計
正解
　
２人
50％
誤答
　
２人
50％
正解
　
７人
70％
誤答
　
３人
30％
正解
　
３人
38％
誤答
　
５人
63％
正解
　
12人
55％
誤答
　
10人
45％
正解
　
３人
25％
誤答
　
９人
75％
正解
　
７人
70％
誤答
　
３人
30％
正解
　
３人
75％
誤答
　
１人
25％
正解
　
13人
50％
誤答
　
13人
50％
正解
　
25人
52％
誤答
　
23人
48％
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年勉強した訳ではなく、卒業。その後、何年か過ぎて学校が壊されると聞い
たときはとても残念だった。学校ができるまで農協だと思うが、あいている
ところを直して網戸の生徒と下生井の生徒でせまいところで勉強したそうで
す。（１年次から入学した最初の世代。洪水に見舞われ、勉強どころではなかっ
た思いがあるのかもしれない―小林注）
　　　　④　現在の農協の場所にあり、１クラス40～50人くらいで、２クラスあった。
　　　　⑤　現在69歳くらいまでの人が通っていた。
　　　　⑥　祖父が中学２年まであった。生井公民館の隣の場所（生良）にあり、歩いて
通った。忠霊塔のすぐ東に旧思川があった。生井公民館は昔桑畑だった。
　　＜網戸小＞
　　　　①　建物は１階。１クラス30人くらいで２クラスあった。教員が交代で宿直室に
泊った。農繁期と農閑期があった。昭和32年に廃校になって、のちにＪＡに
なった。音楽室と理科室と職員室と校長室があった。「父兄」が弁当を持っ
てきて学芸会（踊り、劇、歌）などを見た。
　　　　②	 生井中学校は昭和32年ごろなくなった。今の農協の場所が校舎だった。
　　　　③	 祖父がもしかしたら一期生。
　　　　④	 生良に倉庫みたいなものがあってそこにあったらしい。
　　　　⑤	 今と違い木材でたてられていたので寒くてたまりませんでした。おそまつで
した。生井地区にあったので通うには良かったと思います。勝手なことを言っ
てすみませんが、この地区に小・中学校があると良いと思います。他の人か
らも聞かれます。ほんとうに良い学校でした。（祖父母自身が書いたとみら
れる。―小林注）
　　　　⑥	 今の72歳の人までが通った。
　　　　⑦	 祖母の話。結婚して網戸に来た昭和20年代にはあった。その後なくなった。
　　　　⑧	 昭和22年新制中学校ができたけれど校舎がなくて農協の倉庫を間借りしてい
たそうです。23年か24年に新校舎が現在の小山農協生井支店のところにでき
たそうです。祖父は４月に入学し、30分田んぼ道を雨や風の中通ったそうで
す。中学３年のときに間々田町と合併し間々田町立生井中学校になりました。
昭和33年に間々田中学校に統合されて生井中学校は廃校になりました。
　以上から、現代の生井地区の小学生４～６年児童の４人に一人は生井中学校が存在した
ことを知っていた。生井中学校は生良にあった。そのことを正確に把握できた子どもが半
数を超えるのは、生良に現在、生井公民館や駐在所等があることから連想したのかもしれ
ない。生良は旧生井村の中央に位置する。なぜか「あったらいいと思う」が半数おり、多
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数である。両小学校は小規模特認校であるため、学区外入学者がおり、その学区外入学者
は「あったらいい」と考えない可能性が高いことを考えると、生井地区の小学生は、地元
志向が高いといえそうである。
　さて、子どもたちが祖父母から聞いた情報は、板敷きの狭い間借り教室など、リアルで
ある。思川の河川改修により道路等が大きく変わったことも伝えている。
７　まとめと今後の課題
　生井中学校は「民選村長」の熱意により創設された。1947年度中に校舎建築が決定され、
洪水の被害がなければ1948年度は新校舎で授業がはじまったに違いない。しかし、大洪水
に見舞われ、建築に予定した費用は災害復興にまわさざるを得なかった。再び予算計画が
立てられ新校舎で授業がはじまったのは1950年４月だった。「湯沸所」が1953年８月に設
置されているから、新校舎には職員室だけでなく給湯室もなかったのだろう。それでも土
地の提供、二宮尊徳像の寄付等があり、地域住民の労力提供もあって、施設は少しずつ整
えられようとしていた。土地を提供した中野栄泰は戦前に旧生井村村長をしていた人物で
ある。戦後、公職追放されたが、生井中学校の有力支持者であり、公民館長やPTA会長
も務めていた。
　校舎ができ、校庭が拡張され、給湯室や鶏舎・家畜舎ができて、電話も架設された。校
歌や校旗が制定され、1957年12月26日には創立十周年記念式典が開催された。その前年に
はピアノを購入し、披露会を開催している。小学生のアンケート回答に、学芸会をやって
「父兄」が弁当持参で見にきたというのがあったが、ピアノ披露会にも村人が集まったこ
とだろう。ピアノをはじめて見る住民も多かったろう。生井中に土地を提供した旧村長は、
網戸小学校の児童が提供してくれた生井中学校の写真
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生井中を松下村塾になぞらえて、施設・設備が貧弱ながら自分たちでつくった新しい中等
教育を存続させようとした。同窓会長と青年団長を務めた第1期卒業生は、たった１年し
か通わないものの、卒業後も生井中に出入りして、その存続を願った。村内各団体の「長」
も「関係者」として生井中にかかわっており、生井中学校は生井村とともにあった。それ
はいいかえれば、生井中は共同体とともにあったということである。共同体がつくった学
校とさえいえるだろう。
　では、その共同体とはどのようなものだったのか。古くは蚕種業で栄え、民権思想が流
入し、三代続いた医者も戦後初期までいた。その医師は、湿地帯であるこの地域に多かっ
た寄生虫の研究を手がけていた。文化面での一定の高さが認められる一方で、結局は村を
出ていくことになった栃木市出身の医者が指摘するように、「外聞」を気にし、ただただ「我
慢」する多くの農民がいた。共同体といっても様々である。旧生井村の場合、階層構造は
どうなっていたのか。こうしたことがらを明らかにするためには、近世におけるその農村
としてのあり方までも視野に入れねばなるまい。
　生井中は、その学校経営の方向性として、「地域の歴史と伝統」（＝共同体的慣行）と「日
本的民主公儀の理念と行動」（＝民主主義の実現）を結びつけようとしていた。その内容
は、健康、基礎学力、道徳教育、科学教育、産業教育であった。ここにあるのは「ウデ一
本」の世界ではない。生井中は、これまでと違って「衛生環境」を改善し、もっと「科学
的生活」が必要であると展望していた。穂積中のように農業を「科学的」に展開すること
も展望していただろう。ここには共同体がもつ新しい可能性が潜んでいる。
　こういう学校が市町村合併とともに廃校を余儀なくされていった。市町村合併は、小さ
な自治体ではなく大きな自治体を展望することだった。市の中心部に人も学校もたくさん
集まり、周辺は人も少なく学校は遠い、という小山市の動向は、全国的に進んだ事態でも
ある。こういう事態を、1950年代に、国も地方行政も選択した。もう一つ、農業から工業
へと大きく舵を切った国の産業計画も無視できない。農業から工業へと、国が、そして小
山市が選択した方向性が生井中廃校を促したことは間違いない。しかし、新制中学校に希
望を寄せた地域住民は、小さい自治体ながらも独立した学校をもち、それを通して村に民
主主義を育てようとしたのではないか。
　聞き書きしたＡもＢも、生井地区に残らず、東京へ出て、いずれも働きながら専門学校
で学んだ。その後、Aは電気関係で、Ｂは服飾関係で独立した。生井中の生徒数も年々少
しずつ減少していった。国の方向性は青少年を東京方面へと突き動かすものとして作用し、
生井中廃校の内なる要因を形づくったと考えられる。
　一方、アンケート調査を通しても見られたように、生井地区に生き続けた卒業生もたく
さんいる。生井地区の子どもたちに少なからぬ地元志向が認められるのも、そうした祖父
母世代の影響下で育ったことを想わせる。今後、さらに卒業生や教員であった方々等の聞
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き書き調査を続けて行うとともに、統合された間々田中の動向や、美田中、中小にあった
という栃木農業高校の分校についても調査・研究を広げていきたい。いずれも思川以西の
農村地域での動きである。
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